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北大文学研究科紀要 133 (2011)

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑵

清 水 誠

Islensk hljoðfræði meðtilliti til japanskrar hljoðritunar (2)

(The Annual Report on Cultural Science No.133.Graduate School of
 

Letters,Hokkaido University.Sapporo/Japan.2011.ISSN 1346-0277)

SHIMIZU,Makoto

(mshimizu＠lit.let.hokudai.ac.jp)

７．母音字のカナ表記

7.1. 個々の母音字のカナ表記

個々の母音のカナ表記を検討してみよう。長音符［:］の有無による母音の

長短は「音節均衡」の原則による。二重母音の長短はカナ表記では区別でき

ない。

１．a［a:］「アー」/［a］「ア」

Kvaran［k va:ran］「クヴァーラン」（人名，姓）

２．a［au:］/［au］「アウ」

Gragas［ rau:aus］「グラウガウス」（中世の法律書名）

３．au［œy:］/［œy］「エイ」

ei/ey［ei:］/［ei］「エイ」（正確には［ i:］/［ i］）の口のかまえで唇を丸

める。前半の［œ］を「エ」と表記することについては，14.oの説明

参照 。

Haukur［hœy:Yr］「ヘイクル」（男名）
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↓
四分アキで統一(手で入れてます)



Austurland［œysdYrland］「エイストゥルランド」（アイスランド東部

地方）

４．e［ :］「エー」/［ ］「エ」

Helena［h :l na］［ヘーレナ］（女名）

５．ei/ey［ei:］/［ei］「エイ」

eiと eyの文字は同一音を表し，使い分けは歴史的理由による。

Heimaey［hei:maei:］「ヘイマエイ」（地名）

６．e［j :］「イェー」/［j］「イェ」

Petur［p j :dYr］「ピェートゥル」（男名）

Sletta［slj hda］「スリェヘタ」（地名）

７．i，y［I:］「イー」/［I］「イ」

iとyの文字は同一音を表し，使い分けは歴史的理由による。ng/nkが

後続する場合を除いて（7.2.参照），半狭の「ゆるみ母音」である。

Kiðagil［c I:ðaJ-I:l］「キーザギール」（地名）

Dyrafjoll［dI:rafjœdl］「ディーラフィエトル」（地名）

Gyrðir［J-IrðIr］「ギルジル」（男名）

８．ı，y［i:］「イー」/［i］「イ」

ıとyの文字は同一音を表し，使い分けは歴史的理由による。狭い「張

り母音」。

Kılafjoll［ci:lafjœdl］「キーラフィエトル」（地名）

Dyrafell［di:raf dl］「ディーラフェトル」（地名）

Gısli［J-islI］「ギスリ」（男名）

Gryttagil［ rihda I:l］「グリヒタギール」（地名）

i/yとı/yの発音はカナ表記では区別できない。

Guðni［ vYðnI］「グヴズニ」（男名)↔Guðny［ vYðni］「グヴズニ」（女

名）

北大文学研究科紀要

Magnus P.(1981:189f.)は oを e「エ」，joを jo「ヨ」，auを oi「オイ」と表記すること

を提案しているが，賛同できない。
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９．o［ :］「オー」/［ ］「オ」

Bogason［b s n］「ボーガソン」（男名，父称）

10．o［ou:］/［ou］「オウ」

orolfur［ ou:roulvYr］「ソウロウルヴル」（男名）

11．u［Y:］「ユー」/［Y］「ウ」

短母音u［Y］は口蓋化（硬口蓋化palatalization）の度合いが弱く，「ユ」

よりも「ウ」に近く聞こえる。「ユ」を多用するのは日本語としても奇

妙な響きになる。そこで，あえて短母音［Y］は「ウ」，長母音［Y:］は

「ユー」とする 。

Una［y:na］「ユーナ」（女名) Rut［ry:d］「リュート」（女名）

Unnur［Yn:Yr］「ウンヌル」（女名）

Finnur［fIn:Yr］「フィンヌル」（男名）

12．u［u:］「ウー」/［u］「ウ」

狭い奥舌（軟口蓋）母音。「ウ」/「ウー」とカナ表記する。

Úa［u:a］「ウーア」（女名) Úlla［udla］「ウトラ」（女名）

13．æ［ai:］/［ai］「アイ」

Sæmundur［sai:mYndYr］「サイムンドゥル」（男名）

Hæll［haidl］「ハイトル」（地名）

14．o［œ:］「エー」/［œ］「エ」

e［ (:)］「エ(ー）」の口のかまえで唇を丸める。カナ表記では円唇性を

除去した「エ(ー）」とする。これはKoln［kœln］「ケルン」（地名），

Goethe［ :t ］「ゲーテ」（人名，oe＝o））など，ドイツ語のo（o-ウ

ムラウト，o-Umlaut）のカナ表記による。oを「オ(ー）」とする表記

も散見されるが，それならKolnは「コルン」，Goetheは「ゴーテ」と

なってしまい，明らかに不適切である。

Grof［ rœ:v］「グレーヴ」（地名）

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑵

オランダ語の無アクセント位置に現れるゆるみ母音のu［Y］も同様。例.Makkum

［m kYm］「マクム」（地名），「マキュム」とはしない。清水（2004b：8）参照。
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Horður［hœrðYr］「ヘルズル」（男名）

15．jo［jœ:］「イェー」/［jœ］「イェ」

従来はBj rnson「ビョルンソン」（ノルウェー人作家）など，ノルウェー

語やスウェーデン語での慣習に従って「イョ(ー）」，「ヨ(ー）」とする

ことが多かった 。しかし，本稿ではoを「エ(ー）」とする理由から，

joも「イェ（ー）」と表記する。

Jokull［jœ:Ydl］「イェークトル」（男名）

Bjorg［bjœr ］「ビェルグ」（女名）

Eyjafjorður［ei:jafjœrðYr］「エイヤフィエルズル」（地名）

7.2.「母音＋｛ng/nk｝」と「母音＋｛gi/(gj)｝」

「母音＋ng［ ］/［ J-］」，「母音＋nk［ ］/［ J-］｝」では，母音a/e/o/i/y/uの

音価は次のように変わる。

a［au］/e［ei］/o［œy］/u［u］/i，y［i］

Langjokull［lau jœ Ydl］「ラウングイェークトル」（地名）

Sprengisandur［sbrei J-IsandYr］「スプレインギサンドゥル」（地名）

Longubrekkur［lœy Ybr h Yr］「レイングブレヘクル」（地名）

Ingi［i J-I］「インギ」（男名） Yngvi［i vI］「イングヴィ」（男名）

Tunga［t u a］「トゥンガ」（地名）

ngl［ l］/［ l］では［ ］が脱落して［ l］になる傾向が強い（4.1.参照）。

Kringlan［k ri lan］「クリングラン」（商業施設名）

Bjornsonのような特殊文字を除いた英語式のつづりに影響された「つづり字発音」

（spelling pronunciation）に由来するとも考えられる。ノルウェー語やスウェーデン語

の表記についても，「イョー」/「イョ」，「ヨ」/「ヨー」は同様に不適切である。なお，rnの

連続では両言語ともにnは発音せず，rはそり舌音（retroflex）になる。
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「母音＋｛gi［jI］/gj［j］｝」では，母音（長母音）の音価は次のように変わ

る 。

a［ai:］/e［ei:］/o［ i:］/o［œy:］/u［Yi:］/i,y［i:］

Bragi［brai:jI］「ブライイ」（男名）

Bogi［b i:jI］「ボイイ」（男名）

Egilsstaðir［ei:jIlsda:ðIr］「エイイルスタージル」（地名）

この発音は「母音＋gi」以外の場合にも拡張されることがある。

Egla［ei la］「エイグラ」（女名)←Egill［ei:jIdl］「エイイトル」（男名)

８．子音字のカナ表記

8.1. 閉鎖音としての p/t/k，b/d/g― 有気音と無気音

閉鎖音系列の子音で弁別的なのは，無声と有声の対立ではなく，直後の「気

音」（frablastur,aspiration，［ ］で示す）の有無による「有気音」（帯気音，

frablasin,aspirated）と「無気音」（ofrablasin,unaspirated）の対立である 。

p/t/gの文字は語頭では有気音を表す 。b/d/gの文字はつねに無気音を表

す。日本語には有気・無気の対立がないので，便宜的に有気閉鎖音を無声音

のパ行・タ行・カ行子音，無気閉鎖音を有声音のバ行・ダ行・ガ行子音で表

この［j］にはわたり音（glide）の性格がある。Hoskuldur ./Kristjan Á.(1992：99）

参照。

ほかにもmegi(r)［mei:jI(r)］「…してよい（接続法）」→mega［mei: a］（不定詞），spegill

［sbei:jIdl］「鏡」→ speglar［sbei lar］（複数主格）などの例がある。Jon F.(1984：10），

Kress（1982：22），Stefan E.(1949：10），Sigfus B.(1920-24：153）参照。

この点は北ゲルマン語ではデンマーク語とフェーロー語に共通している。厳密には，

8.3.で述べる前気音にたいして「後気音」（postaspiration）の有無による対立である。

4.2.で述べたように，「語頭（音），語末（音），語中（音），母音間」とは単一語，それ

に複合語と一部の派生語の構成要素での区別を指す。
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記する。

問題はp/t/kの文字が無気閉鎖音を表す場合である。これは語頭で他の子

音に後続するか，語中と語末で気音が弱まる場合に起こる。上記の方式では

有声音のバ行・ダ行・ガ行子音で表記することになるが，そもそも有気音と

無気音はカナ表記では区別できない。そこで，あえてつづり字発音によって

無声音のパ行・タ行・カ行子音で表記する。発音記号では，p［p］，t［t ］，

k［k ］/［c］は「硬音」（fortis）の有気音，b/p［b］，d/t［d］，g/k［ ］/［J-］

は「軟音」（lenis）の無気音を示す。

１．p［p］「パ行子音」，t［t ］「タ行子音」，k［k ］「カ行子音」（有気閉鎖

音：p/tは条件なしの語頭，kは8.2.以外の語頭）

Palmi［p aulmI］「パウルミ」（男名）

Teitur［t ei:dYr］「テイトゥル」（男名）

Kolbrun［k lbrun］「コルブルン」（女名）

２．p［b］「パ行子音」，t［d］「タ行子音」，k［ ］「カ行子音」（無気閉鎖音：

語頭で他の子音に後続，語中，語末）

Nupur［nu:bYr］「ヌープル」（地名）

Steinar［sdei:nar］「ステイナル」（男名）

Skalholt［s au:l(h) ld］「スカウルホルト」（地名）

Vık［vi:］「ヴィーク」（地名）

３．b［b］「バ行子音」，d［d］「ダ行子音」，g［ ］「ガ行子音」（無気閉鎖音：

b/dは条件なし，gは8.2.以外の語頭，母音＋g＋｛l/n｝，子音＋g）

Borg［b r ］「ホルグ」（地名）

Davið［da:vIð］「ダーヴィズ」（男名）

Garðabær［ arðabai:r］「ガルザバイル」（地名）

Siglufjorður［sI lYfjœrðYr］「シグルフィエルズル」（地名）

Ragnar［ra nar］「ラグナル」（男名)

Ragnar［ra nar］→［ra nar］の傾向については注12参照。
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ただし，-gnd/-gntは［ d］「ング＋ダ行子音」/［ d］「ング＋タ行子音」

であり，［ nd］とは発音しない。-gns［ ns］も［ s］「ング＋サ行子音」

が多い 。

４．guð-［ vYð］「グヴズ」（guð［ vy:ð］「グヴューズ」（＝神）との複合語）

Guðrun［ vYðrun］「グヴズルン」（女名）

Guðmundur［ vYðmYndYr］「グヴズムンドゥル」（男名）

8.2. 閉鎖音としての k/kj，g/gj― 硬口蓋音と軟口蓋音

k/gの文字は前舌（硬口蓋）母音 i/y/ı/y/eと二重母音ei/ey/æの直前で

は，硬口蓋音［c］/［J-］を表す。kj/gjも同様。それ以外は8.1.で述べた軟口

蓋音［k ］/［ ］を表す。したがって，ke［c (:)］「キェ(ー）」，ge［J-(:)］「ギェ

(ー）」，kei/key［cei(:)］「キェイ」，gei/gey［J-ei(:)］「ギェイ」であり，「ケ

(ー）」，「ゲ(ー）」，「ケイ」，「ゲイ」ではない。 ke/ge， kei/key， gei/ gey

とはつづらない。

１．k/kj［c］「キ・キェの子音部分」（有気閉鎖音：語頭）

Ketill［c :dIdl］「キェーティトル」（男名）

Kjartan［cardan］「キャルタン」（男名）

Kækjuskorð［cai:J-Ys œrð］「キャイキュスケルズ」（地名）

２．k/kj［J-］「キ・キェの子音部分」（無気閉鎖音：語頭で子音に後続，語

中，語末）

Skeið［sJ-ei:ð］「スキェイズ」（地名) Laki［la:J-I］「ラーキ」（地名）

orkell［ rJ-dl］「ソルキェトル」（男名）

Hallgrımskirkja［hadl rimsk IrJ-a］「ハトルグリムスキルキャ」（教会

名）

３．g/gj［J-］「ギ，ギェ」（無気閉鎖音：語頭，子音＋｛g/gj｝）

例.rigna［rI na］「雨が降る」-rgndi［rI dI］（過去形)-rignt［rI d］（過去分詞)；一部

の語では gagn［ a n］「利益」-gagns［ a ns, a s, axs］（単数属格)；Indriði G./

Hoskuldur .(2000：206），Kress（1982：40），Stefan E.(1949：19）参照。
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Geir［J-ei:r］「ギェイル」（男名）

Geysir［J-ei:sIr］「ギェイシル」（地名）

Helgi［h lJ-I］「ヘルギ」（男名）

Gæsavotn［J-ai:savœhdn］「ギャイサヴェヘトン」（地名）

Gjafjoll［J-au:fjœdl］「ギャウフィエトル」（地名）

8.3. 閉鎖音としての p(p)/t(t)/k(k)，bb/dd/gg― 前気有気音と長子音

pp/tt/kkの文字は「有気音＋閉鎖音」を表す。これは直前に「前気音」

（aðblastur,preaspiration）を伴った有気音であり，「前気有気音」（aðblasin,

preaspirated）という。「母音＋｛p/t/k｝＋｛l/n｝」の連続でもp/t/kの直前に

前気音が入る（2.pl/tl/kl，注96参照）。ただし，音声学的には声門摩擦音の

［h］と同等なので ，「［h］＋無気閉鎖音」の発音記号で示す。この場合のp/

t/kは無気音だが，8.1.で述べたように，カナ表記では「ハ行子音＋｛パ行・

タ行・カ行子音｝」とする。促音「ッ」による表記は不適切であり，これは長

子音の表記に用いる。たとえば，女名に用いる父称-dottir［douhdIr］は「ドッ

ティル」ではなく，「ドウフティル」である。

Otti［ hdI］「オホティ」（男名)↔Oddi［ d:I］「オッディ」（地名）

Einarsdottir［ei:narsdouhdIr］「エイナルスドウフティル」（女名，父称）

ハ行子音のどれを選択するかについては，カナ表記での先行母音に同化さ

せて「アハ」，「イヒ」，「ウフ」，「エヘ」，「オホ」とする（8.4.2.参照）。

１．pp［hb］「ハ行子音＋パ行子音」，tt［hd］「ハ行子音＋タ行子音」，kk

［h ］/［hJ-］「ハ行子音＋カ行子音」

Stefan E.(1949：19，21，16）は heppinn［h p:In］「幸運な」，hittinn［hI t:In］「的を

得た」， ekkja［ kj:a］「知っている」，brekka［br k:a］「斜面」のように，母音間

などのpp/tt/kkを「長音の前気無声閉鎖音」（long preaspirated voiceless stop）とみ

なして［ p:］/［ t:］/［ kj:］/［ k:］と記している。 / (1962）も同様。
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Bakki［bahJ-I］「バハキ」（地名) Rikka［rıh a］「リヒカ」（女名）

Stykkisholmur［sdIhJ-IshoulmYr］「スティヒキスホウルムル」（地名）

Guttormur［ Yhd rmYr］「グフトルムル」（男名）

Grettir［ r hdIr］「グレヘティル」（男名）

Hreppholar［r hbhoular］「フレヘプホウラル」（地名）

Otto［ hdou］「オホトウ」（男名）

２．pl［hbl］/［hbl］「ハ行子音＋プ＋ラ行子音」，tl［hdl］/［hdl］「ハ行子音

ト＋ラ行子音」，kl［h l］/［h l］「ハ行子音＋ク＋ラ行子音」

pn［hbn］/［hbn］「ハ行子音＋プ＋ナ行子音」，tn［hdn］/［hdn］「ハ行子

音＋ト＋ナ行子音」，kn［h n］/［h n］「ハ行子音＋ク＋ナ行子音」

すべて母音（短母音）の直後で前気音が現れる。

Katla［k ahdla］「カハトラ」（地名）

Hekla［h h la］「ヘヘクラ」（地名）

Vopnafjorður［v hbnafjœrðYr］「ヴォホプナフィエルズル」（地名）

Myvatn［mi:vahdn］「ミーヴァハトン」（地名）

Framsokn［framsouh n］「フラムソウフクン」（雑誌名）

なお，kaupmaður［k œyhbmaðYr］「商人」，Kaupmannahofn［k œyhb-

manahœbn］「コペンハーゲン」のように語彙的に定着した複合語などで

は，m［m］の直前のpなどが前気音を帯びて［hb］となることがある 。

bb/dd/ggの文字は，２モーラに相当する長子音としての無気閉鎖音を

表す。カナ表記では促音字「ッ」を用いて「ッ＋｛バ行・ダ行・ガ行子音｝」

とする。

３．bb［b:］「ッ＋バ行子音」，dd［d:］「ッ＋ダ行子音」，gg［ :］/［J-:］「ッ＋

Magnus P.(1992：48）， / (1962：353，931），Stefan E.(1949：6，

382），Sigfus B.(1920-24：422）参照。Svein B.(1967：XVII）はこれを「例外」

（Ausnahme）としているが，Kristjan Á.(2005：1563）は rytmi［rIhtmI］（［t］＝［d］）

「リズム」の例を引き，一般に「短母音＋｛p/t/k｝＋｛l/n/m｝」を単一語を含めてすべて

前気音の条件としている。

⑵スランド語の音韻とカナ
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ガ行子音」

Robbi［r b:I］「ロッビ」（男名）

Edda［ d:a］「エッダ」（女名；作品名）

Siggi［sIJ-:I］「シッギ」（男名）

Tryggvi［t rI :vI］「トリッグヴィ」（男名）

8.4. 摩擦音としての p/k，g

１．p［f］「フ」（p＋｛s/t/k｝）

閉鎖音の連続を嫌って，異化によって前半部分が摩擦音に変わる。２．

も同様。

Neskaupstaður［n sk œyfsda:ðYr］「ネスケイフスターズル」（地名）

２．k［x］「ハ行子音」（k＋｛s/t｝)

ハ行子音のどれを用いるかは，8.3.と同様に，カナ表記での先行母音

に同化させて「アハ」，「ウフ」，「エヘ」，「オホ」とする。ただし，「｛i/

ı/y/y｝＋｛g/k｝＋｛s/t｝」の g/k［x］は軟口蓋無声摩擦音なので「イフ

…」とし，「イヒ…」とはしない。「ヒ」はhj-/h(e)［ç］の硬口蓋無声

摩擦音に用いる。3.g［x］，8.5.11.x［xs］参照。

orlakshofn［ rlauxshœbn］「ソルラウフスヘプン」（地名）

Stokkseyri［sd hxeirI］「ストホセイリ」（地名）

Benedikt［b :n dIxd］「ベーネディフト」（男名）

Eirıkur［ei:ri Yr］「エイリクル」（男名)→Eirıksson［ei:rixs n］「エ

イリフソン」（男名，父称）

ただし，-lks-では kは摩擦音になりにくい 。

Gottskalk［ hds aul ］「ゴホトスカウルク」（男名)

→Gottskalksson［ hds aul s n］「ゴホトスカウルクソン」（男名，

父称）

ks［xs］は3.gs［xs］と同様に，近年では［ s］と発音することがある。注107参照。

Indriði G./Hoskuldur .(2000：210）参照。
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３．g 「ガ行子音」（「母音＋gi」を除く母音間，語末，母音＋g＋｛r/ð｝) ，

g［x］「ハ行子音」（g＋｛s/t/f｝）

軟口蓋有声摩擦音 は日本語にはないので，便宜的にガ行子音でカ

ナ表記する。g［x］のカナ表記は2.k［x］と同様。

Sigurlaug［sI  rlœ 「シーグルレイグ」（女名）

Sigrun［s  un］「シグルン」（女名)↔Vigfus［vIxfus］「ヴィフフス」

（男名）

Bergur［b r］「ベルグル」（男名)→Bergsson［b rxs n］「ベルフ

ソン」（男名，父称）

例外的に，Águst［au:usd］「アウグスト」（男名）では母音間でも閉鎖

音 g［ ］である。Águsta「アウグスタ」（女名），Águstına「アウグス

ティーナ」（女名），Águstınus「アウグスティーヌス」（男名）も同様。

４．g［j］「ヤ行子音」（「母音＋｛gi/gj｝」，7.2.参照）

Gygjarholl［J-i:jarhoudl］「ギーヤルホウトル」（地名）

8.5. 摩擦音 s  v/f/j/h/hj/hv/xと閉鎖音としての f

古くはゲルマン語には摩擦音に有声・無声の対立がなかった。アイスラン

ド語ではこの歴史的事情を反映して，語中では摩擦音の有声・無声の区別は，

一部の外来語を除いて相補分布的に決まっている 。歯間摩擦音ð［ð］/［ ］

の区別も位置によって決まっており，歯(茎)無声摩擦音 s［s］には有声音がな

い。有声・無声が同じ位置で現れるのは，語頭の唇歯摩擦音v［v］/f［f］に限

られる。これはv［v］が両唇軟口蓋接近音［w］に由来するためである（vagn

［va n］「車」↔英waggon）。v［v］が語末以外に母音間とk(k)/g(g)/s/t/l/

rの後で現れるのもこのためである（svara［sva:ra］「答える」↔英 swear「誓

う」）。そのほかは，fの文字が無声音［f］か有声音［v］かを相補分布的に表

g［ ］はa/o/uの直後で脱落することが多い。例.nogur［nou:( )Yr］「十分な」；注17

参照。

外来語の例は sofi［sou:fI］「ソファ」，ka olskur［k a: ouls Yr］「カトリックの」など。
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す。語頭には軟口蓋摩擦音 g ，g/k/(x)［x］は現れないが，硬口蓋摩擦音

j［j］，hj/h(e)［ç］は現れる。声門摩擦音［h］はほぼ語頭に限られる。

１．s［s］「サ行子音」，ss［s:］「ッ＋サ行子音」

sj-［sj］/si［sI(:)］/sı［si(:)］はあえて日本語の発音に従って，「スィ

(ー）」ではなく，「シ(ー）」と表記する 。

Sımon［si:m n］「シーモン」（男名）

Nesja［n :sja］「ネーシヤ」（地名）

２．ð［ð］「ザ行子音」（語頭以外），ð［ ］「サ行子音」（ð＋｛p/t/k｝)

「語頭以外」とは「｛母音/｛f/g/r｝｝＋ð［ð］」を指し，3. と相補分布を

なす。ð［ ］の例は少ない。カナ表記は英語の thに従って，ザ行（お

よびサ行）子音で表す。ðj-［ðj］/ði［ðI(:)］/ðı［ði(:)］は1.,2.と同様の

理由で「ズィ(ー）」ではなく，「ジ(ー）」と表記する 。

Óðinn［ou:ðIn］「オウジン」（男名；神名）

３． ［ ］「サ行子音」（語頭）

2.ðと相補分布をなす。カナ表記は英語の thに従って，サ行子音で表

す。 j-［ j］/ i［ I(:)］/ ı［ i(:)］は1.,2.と同様の理由で「スィ(ー）」

ではなく，「シ(ー）」と表記する 。

or［ ou:r］「ソウル」（男名；神名）

istilfjorður［ IstIlfjœrðYr］「システィルフィエルズル」（地名）

４．v［v］「ヴァ行子音」（語頭，語末以外でk(k)/g(g)/s/t/l/rなどの後，

母音間）

Vigdıs［v  is］「ヴィグディス」（女名）

ただし，カナ発音では［スィ(ー）］と表記して，Sımon［スィーモン］，Nesje［ネースィ

ヤ］とする。

ただし，カナ発音では［ズィ(ー）］と表記して，Óðinn［オウズィン］とする。ð［ ］の

例には iðkun［I Yn］「実践」などがある。

ただし，カナ発音では［スィ(ー）］と表記して， istilfjorður［スィスティルフィエルズ

ル］とする。
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Boðvar［bœðvar］「ベズヴァル」（男名）

Yngvar［i var］「イングヴァル」（男名）

Svava［sva:va］「スヴァーヴァ」（女名）

５．f［f］「ファ行子音」（語頭，母音＋f＋｛s/t｝），ff［f:］「ッ＋ファ行子音」，

f［v］「ヴァ行子音」（母音間，母音＋f＋｛ð/g/j/r｝，｛l/r｝＋f＋母音，

語末）

Ólafsfjorður［ou:lafsfjœrðYr］「オウラフスフィエルズル」（地名）

Soffıa［s f:ija］「ソッフィヤ」（女名）

↔ Ólafur［ou:lavYr］「オウラヴル」（男名）

Hofði［hœvðI］「ヘヴジ」（地名）

Gefjun［J-vjYn］「ギェヴィユン」（神名）

Hafrafell［havraf dl］「ハヴラフェトル」（地名）

Úlfar［ulvar］「ウルヴァル」（男名）

Torfi［t rvI］「トルヴィ」（男名）

Ólof［ou:lœv］「オウレヴ」（女名）

次の人名は母音間でも無声音の f［f］である。

Stefan［sd :faun］「ステーファウン」（男名）

Stefanıa［sd :fanija］「ステーファニヤ」

６．fn［bn］/［bn］「プ＋ナ行子音」，fl［bl］/［bl］「プ＋ラ行子音」

fn/flの f［b］は無気閉鎖音になる。b［b］「バ行子音」と違ってつづり

字発音に従う必要はないので，音声学的により近い「プ」で表記する。

Hafnarfjorður［habnarfjœrðYr］「ハプナルフィエルズル」（地名）

Hofn［hœbn］「ヘプン」（地名）

Keflavık［c blavi:］「キェプラヴィーク」（地名）

Gafl［ abl］「ガプル」（地名）

Stefan［sd f:aun］「ステッファウン」，Stefanıa［sd f:anija］「ステッファニヤ」という

発音もある。Sigfus B.(1920-24：793），Stefan E.(1949：455）参照。古くはSteffan，

Stephanとつづっていた。Guðrun K./Sigurður J.(1991：509）参照。
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７．j［j］「ヤ行子音」

Jon［jou:n］「ヨウン」（男名）

Njarðvık［njarðvi ］「ニャルズヴィク」（地名）

Fnjoskadalur［fnjous ada:lYr］「フニョウスカダールル」（地名）

tj-［t j］/［dj］は「ティ」とカナ表記する 。

Tjornin［t jœrdnIn］「ティエルトニン」（地名）

Kristjan［k rIsdjaun］「クリスティヤウン」（男名）

８．h［h］「ハ行子音」，hi［hI(:)］/hı［hi(:)］「ヒ（ー）」，he［h (:)］「ヘ（ー）」

Holar［hou:lar］「ホウラル」（地名）

Hilmar［hIlmar］「ヒルマル」（男名）

Helga［h l a］「ヘルガ」（女名）

９．h［ç］「ヒの子音部分」（h＋｛j/e｝）

「h＋j」，「h＋e」では硬口蓋無声摩擦音［ç］が現れる。日本語の「ヒ」

は［hi］ではなく，［çi］に近いので，むしろ8.hi［hI(:)］/hı［hi(:)］の

発音に注意を要する。

Hjalmar［çaulmar］「ヒャウルマル」（男名）

Heðinn［ç:ðIn］「ヒェージン」（男名）

10．hv-［k v］「ク＋ヴァ行子音」

hv-の h-は有気閉鎖音［k ］である。［xv］，［xw］という異音がある

が，現在では一般的ではない 。

Hveragerði［k v :raJ-rðI］「クヴェーラギェルジ」（地名）

Hvammur［k vam:Yr］「クヴァンムル」（地名）

11．x［xs］ 「ハ行子音＋サ行子音」

近年では，tj-は［t sj］/［dsj］と発音することがある（同様にdj-［dj］→［dsj］）。この点

を重視すれば，tj-を「チャ行子音」でカナ表記することも考えられる。例.tjald［t jald］

「ティヤルド」→［t sjald］「チャルド」（「テント」の意味）；Svavar S.(2005：1833）参

照。

Indriði G./Hoskuldur .(2000：106，169-174），Hoskuldur ./Kristjan Á.(1992：

98-106），森田（1981：19）参照。
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ハ行子音のどれを用いるかは，8.4.2.k［x］，8.4.3.g［x］と同様。

Laxness［laxsn s］「ラハスネス」（人名，姓）

Faxafloi［faxsaflou:I］「ファハサフロウイ」（地名）

Öxnadalur［œxsnada:lYr］「エヘスナダールル」（地名）

8.6. 鼻音，流音

鼻音m(m)/n(n）と流音 l(l)/r(r）は下記の条件のもとで無声音または有声

音として現れる。無声音になるのは，下記の条件以外に，一般に単語の語末

で無声子音に後続する場合が含まれる 。

１．m(m)［m］（「m＋｛p/t/k｝」以外)/［m］（m＋｛p/t/k｝）「マ行子音」，

m(m)［m:］「ン＋マ行子音」（語末音では「ム」）

Hlemmur［l m:Yr］「フレンムル」（地名）

Hvammstangi［k vamsdaunJ-I］「クヴァムスタウンギ」（地名）

２．n(n)［n］（右記以外）/［n］（n＋t，語末で「｛f/g/k/r/s/t｝＋n」）「ナ行

子音」，n(n)［n:］「ン＋ナ行子音」（語末音では「ン」）

「｛a/e/i/y/o/u/o｝＋nn」と定冠詞-(i)nn...ではこの発音になる。

Gunnar［ Yn:ar］「グンナル」（男名）

Steinunn［sdei:nYn］「ステイヌン」（女名）

Sveinbjorg［sveinbjœr ］「スヴェインビェルグ」（女名）

近年では，x/ks/gsは［ s］と発音することがある。例.lax［laxs］→［la s］「鮭」；

Svavar S.(2005：1833），Indriði G./Hoskuldur .(2000：79ff.），Hoskuldur ./

Kristjan Á.(1992：100-102）参照。

Sven(＝Sveinn）B.(1967：XVII）は語末の rを無声音としており（注９参照），Stefan
 

E.(1949：20）は語尾-ar/-ir/-urの rを無声音としている。さらに， /

(1962：950，957，958，960）は，l/m/n(-innを含む）は母音または有声子音の直後で

単語の語末の位置，rは一般に単語の語末の位置で，それぞれ半有声音（ ）

であると述べている。本稿では半有声音は認めず，Indriði G./Hoskuldur .(2000），

Magnus P.(1992）の記述に従うが，一般的に鼻音・流音は語末の位置で有声性を失う

傾向がある。
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orisvatn［ ou:rIsvahdn］「ソウリスヴァハトン」（地名）

Sogn［s n］「ソグン」（地名）

３．nn［dn］（語末以外）/［dn］（語末）「ト＋ナ行子音」

「｛a/e/ı/y/o/u/æ/au/ei/ey｝＋nn」の連続ではこの発音になる。nn

［dn］/［dn］の無気閉鎖音［d］は d［d］と違ってつづり字発音に従う必

要はないので，「ド」ではなく，音声学的により近い「ト」と表記する。

orsteinn［ rsdeidn］「ソルステイトン」（男名）

Sveinn［sveidn］「スヴェイトン」（男名）

４．ng［ ］「ン＋ガ行子音」，ng［ J-］「ン＋ギ・ギェの子音部分」，nk［ ］

「ン＋カ行子音」，nk［ J-］「ン＋キ・キェの子音部分」（7.2.参照）

５．l(l)［l］（右記以外）/［l］（l(l)＋｛p/t/k｝，語末の｛f/g/r/s(/t/k)｝＋l）

「ラ行子音」

Lara［lau:ra］「ラウラ」（女名）

Hjalti［çaldI］「ヒャルティ」（男名）

Gafl［ abl］「ガプル」（地名）

Gıslholt［J-islh ld］「ギスルホルト」（地名）

６．ll［dl］（母音＋ll＋｛母音/n/r｝）/［dl］（語末）「ト＋ラ行子音」，ll［l］（ll＋

語尾｛-d/-s｝）「ラ行子音」，ll［l:］（人名の愛称，一部の外来語 ）「ッ＋

ラ行子音」

ll［dl］/［dl］の無気閉鎖音［d］は d［d］と違ってつづり字発音に従う

必要はないので，「ド」ではなく，音声学的により近い「ト」と表記す

る。

Gullfoss［ Ydlf s］「グトルフォス」（地名）

ingvellir［ i v dlIr］「シングヴェトリル」（地名）

Halla［hadla］「ハトラ」（女名）

Snæfellsnes［snai:f lsn :s］「スナイフェルスネース」（地名，-fells-の

sは属格語尾)← Snæfell［snai:f dl］「スナイフェトル」（地名）

一部の外来語とはPolland［p oul:and］「ポーランド」などの例を指す。
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Palli［p al:I］「パッリ」（男名，愛称)←Pall［p audl］「パウトル」（男

名）

Ella［ l:a］「エッラ」（女名，愛称)←Elın［ :lin］「エーリン」（女名）

次の人名では例外的に ll［l］「ル」の発音である。

Halldor［haldour］「ハルドウル」（男名）

Halldora［haldoura］「ハルドウラ」（女名）

↔Hallgrımur［hadl rimYr］「ハトルグリームル」（男名）

７．r(r)［r］（右記以外）/［r］（r＋｛p/t/k/s｝）「ラ行子音」，rr［r:］「ッ＋ラ

行子音」（語末音では「ル」）

Runar［ru:nar］「ルーナル」（男名）

Snorri［sn r:I］「スノッリ」（男名）

Heiðmork［heiðmœr ］「ヘイズメルク」（地名）

orshofn［ ourshœbn］「ソウルスヘプン」（地名）

８．rl［rdl］（語末以外）/［rdl］（語末）「ルト＋ラ行子音」，rn［rdn］（語末

以外）/［rdn］（語末）「ルト＋ナ行子音」

rの部分は脱落することがあり，有アクセント音節では保たれるが，無

アクセント音節や使用頻度の高い少数の語では脱落することがある。

ただし，近年では脱落しない傾向が強く，カナ表記では原則として rが

脱落しない表記をする 。rl/rnの無気閉鎖音［d］は d［d］と違って

つづり字発音に従う必要はないので，「ド」ではなく，音声学的により

近い「ト」と表記する。

Örn［œrdn］「エルトン」（男名）

Arnarson［ardnars n］「アルトナルソン」（男名，父称）

９．hl-［l］「フ＋ラ行子音」，hr-［r］「フ＋ラ行子音」，hn-［n］「フ＋ナ行

子音」

l［l］/r［r］/n［n］の無声音であり，hの文字は発音しない。語頭では有

声の l［l］/r［r］/n［n］と無声のhl［l］/hr［r］/hn［n］の対立がある。カ

Jon F.(1984：28f.），Kress（1982：35f.，41），4.1.の説明参照。
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ナ表記ではあえてhを「フ」と表し，hを欠く有声の語形から区別する。

Hlıð［li:ð］「フリーズ」（地名）

Hnukar［nu:ar］「フヌーカル」（地名）

Hraun［rœy:n］「フレイン」（地名）

Hlın［li:n］「フリーン」（女名)↔Lın［li:n］「リーン」（女名）

＊本研究は科研費（21520425）の交付を受けたものである。
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Hoskuldur  rainsson/Kristjan Árnason.1992.“Phonological Variation in 20 Century
 

Icelandic”.Islenskt mal og almenn malfræði 14.89-128.

Hoskuldur  rainsson/Hjalmar P. Petersen/Jogvan ıLon Jacobsen/Zakaris Svabo
 

Hansen.2004.Faroese.An Overview and Reference Grammar.Torshavn.F roya
 

Froðaskaparfelag.

Indriði Gıslason/Hoskuldur  rainsson.2000 (1993).Handbok um ıslenskan framburð.

Reykjavık.Rannsoknarstofnun Kennarahaskola Islands.

Jon Friðjonsson.1984.Phonetics of Modern Icelandic.Reykjavık.
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＊誤植：前稿「アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点⑴」

７頁 上から13行目 kv→ hv

10頁 上から５行目 ［ l］/［ l］→［ l］

12頁 上から７行目 ［au:Ysd］→［au:usd］

13頁 上から13行目 ［hœy Yr］→［hœy:Yr］

15頁 上から１行目 ［k œyb］→［k œy:b］
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注29 Magnus P.(1992:30,45)→Magnus P.(1992:33,48)

注 30 Magnus P.(1992:45)→Magnus P.(1992:48)

28頁 注57 上から1,2行目 ［k œyb］→［k œy:b］

30頁 上から６～７行目 sel［s :l］「家畜小屋」→ selur［s :lYr］「アザラシ」

31頁 上から７行目 ［frams h n］→［framsouh n］

上から８行目 ［s h n］→［souh n］

32頁 下から３行目 ［ ou:r(h)adlYr］→［ ou:r(h)adlYr］

33頁 上から２行目 ［mI:ðaldIYr］→［mI:ðaldIr］

下から２行目 ［raun au］→［rau au］

注69［...li:Yr］→［...li Yr］

35頁 注72［n ðan-auhd］→［n rðan-auhd］

37頁 上から10行目および

40頁 上から９行目 ［b :lY arvi:］→［b :lu arvi:］

下から９行目 ミルダルール→ミルダールル

41頁 下から７行目 ［almana jau:］→［almanaȷ-au:］

注84 Magnus P.(1992:42f.)→Magnus P.(1992:45f.)

(ib.49)→(ib.52)

(ib.50)→(ib.53)
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